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Ⅰ　はじめに
　厚生労働省感染症流行予測事業では，全国各地の約6ヶ

月齢の豚血清中のJEVに対する抗体を，HI試験により検出

し，JEVの蔓延状況を把握している(1)．沖縄県では，沖

縄本島において，1970年代以降，継続して調査が行われ

ている．しかし，県内離島については，当研究所の資料

によると，1984年，1990年，1991年に宮古島，1990

年に石垣島において調査を行ったのみで，現在のJEV蔓延

状況は把握できていない．

　そこで今回，2004年度と2005年度に与那国島，2005

年度に宮古島，石垣島，久米島について，HI試験による

JEV抗体調査を行い，過去の調査結果と比較，検討した．

また，過去の調査時からの各離島における地域状況の変

化を検討するために，JEV感染環形成に関与する豚につい

ては飼養状況調査を、コガタアカイエカについては分布

と、その主要な発生源である水田の面積の調査を行った

(2，3)．

Ⅱ　材料および方法
1．HI試験

1)材料

　血液は，宮古島，石垣島，久米島，与那国島のと畜場

に搬入された約6ヶ月齢の正常豚から採血した．採血日と

頭数は，宮古島は2005年8月11～18日に44頭，石垣島は

同年8月15日に39頭，久米島は同年8月12日に3頭であっ

た．与那国島については，2004年度と2005年度の，採
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要旨：沖縄県の宮古島，石垣島，久米島，与那国島のと畜場に搬入された約6ヶ月齢の豚血清について，

Hemagglutination Inhibition（HI）試験による日本脳炎ウィルス（JEV）抗体調査をおこなった．JEV抗体陽性率は，石

垣島で12.8%（5/39），与那国島で1.5%（1/67）であった．宮古島および久米島では，それぞれ44頭，3頭を調査した

が，JEV抗体は検出されなかった．この結果より，離島に蔓延しているJEVの数は極めて少ないということが示唆された．

また，過去に行われた宮古島および石垣島の調査結果との間に，有意な差が認められなかったことから，離島における

JEV蔓延状況に変化はなく，今後もJEV蔓延防止に努めることが重要と考えられた．

血をおこなった各月ごとの頭数を表1に示した．血液は

冷蔵にて保存し，当所に郵送された．その後，3000rpm，

10分遠心し，その血清を－30℃で保存し，試験に供した．

表1.　与那国において採血を行った、各月ごとの頭数

2)方法

　血清はJEV抗体検出のために，日本脳炎CF， HA抗原

(JaGAr #01 strain)(Denka Seiken Co．， Ltd Tokyo)を4

単位に調整してHI試験をおこなった(4)．血球は0.33%ガ

チョウ赤血球を用いた．抗体価が1:10以上のものを陽性

とし，1:40以上のものについては，IgM検出のために，2 

‒ mercaptoethanol処理をおこなった．

2．宮古島，石垣島における過去の調査

　1984年7月～9月，1990年5月～1991年5月に宮古島，

1990年5月～12月に石垣島の豚について行われた，HI試

験によるJEV抗体調査の結果は，当研究所に保管されてい

た資料を基にした．

3．各離島の地域状況調査

　豚の飼養頭数，飼養農家数については，沖縄県農林

水産部農林水産企画課農林関係統計（平成17年7月版），
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圏域・市町村別統計表「畜産」を，水田の面積について

は，同資料「耕地」の耕地面積調査による田の数値を参

考にした．

　コガタアカイエカの分布に関しては，Toumaら(5)およ

び平良ら(6)による報告を基にした．

Ⅲ　結果
1．HI試験

　今回のHI試験の結果を表2に示した．JEV抗体陽性を

示したのは，宮古島では44頭中0頭（0%）であった．石

垣島では39頭中5頭（12.8％）で，その抗体価は1:40～

1:2560であった．その5頭のうち4頭からIgMが検出さ

れた．久米島は3頭中0頭（0%）であった．与那国島で

は，67頭中，2005年2月の1頭のみがJEV抗体陽性を示し

（1.5％），その抗体価は1:≧5120であった．その1頭か

らIgMは検出されなかった．宮古島と石垣島の間および石

垣島と与那国島の間に，χ２検定により有意な差が認めら

れた(p≦0.05)．

表2．HI試験の結果

2．宮古島，石垣島における過去の調査

　宮古島の調査結果について表3に示した．JEV抗体陽性

率がもっとも高い値を示したのは，1984年9月の31.7％

であったが，陽性を示した19頭のうち，抗体価が最も低

い1:10を示したのが9頭，1:20を示したのが4頭であっ

た．それ以外の年月では，全て10％以下であった．また，

IgMは、測定した16ヶ月中12ヶ月で確認されていた．過

去の調査結果を合計した抗体陽性率および1990年8月の

抗体陽性率を2005年度の抗体陽性率と比較したが，有意

な差は認められなかった．

　石垣島の調査結果について表4に示した．JEV抗体陽性

率が10％を越える月はなかった．抗体価は多くが1:10～

1:20であったが，8月においては1:10～1:160を示した．

IgMは、測定した8ヶ月中2ヶ月で確認されていた．過去

の調査結果を合計した抗体陽性率および1990年8月の抗

体陽性率を2005年度の抗体陽性率と比較したが，有意な

差は認められなかった．

表3．宮古島における過去の豚HI抗体調査結果
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3．各離島の地域状況調査

　1980～2004年の豚の飼養状況変化について，豚の飼

養頭数を図1に，飼養農家数を図2に，さらに，そこから

1農家当りの平均飼養頭数を算出した結果を図3に示し

た．飼養頭数および飼養農家数については，各離島とも

に1995～2000年ごろまでに減少し，その後はほぼ横ば

いとなっている．1農家当りの平均飼養頭数は，宮古島で

は2000年以降に100頭を割っているが，石垣島では増加

を続け，久米島および与那国島では，1995年をピークに

減少している．

　1980～2004年の水田面積の状況変化について，図4

に示した．宮古島が示されていないのは，水田が存在し

ていないためである．石垣島，久米島および与那国島に

おいては，1985～1990年までに減少したが，その後は，

ほぼ横ばいとなっている．

　コガタアカイエカは宮古島，石垣島，与那国島におい

て確認されているが，久米島では確認されていない．

図1：1980～2004年の豚の飼養頭数の推移．　2000年までは5年毎，それ以降は毎年の値を示す．

図2：1980～2004年の豚の飼養農家数の推移．　2000年までは5年毎，それ以降は毎年の値を示す．

図3：1980～2004年の豚の1農家あたりの平均飼養頭数の推移．　2000年までは5年毎，それ以降は毎年の値を示す．

図4：1980～2004年の水田面積の推移．　2000年までは5年毎の値を示す．

表4．石垣島における過去の豚HI抗体調査結果
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Ⅳ　考察
　今回の調査の結果，JEV抗体陽性率は，宮古島および久

米島が0％，石垣島が12.8％，与那国島が1.5％であった．

石垣島は，JEV抗体陽性率が宮古島および与那国島よりも

有意に高く(ｐ≦0.05)，他の3つの離島よりもJEVが蔓延

している状況といえる．しかし，沖縄本島を含めた西日

本の多くの県において，8月にはJEV抗体陽性率が50％以

上となることからすると(1，7)，調査した4つの離島に蔓

延するJEVは極めて少ないことが示唆された．

　また，宮古島および石垣島における2005年の調査結果

を，過去の調査結果と比較したところ，JEV抗体陽性率に

有意な差はみられなかった．宮古島ではJEV抗体陽性率が

31.7％を示した月もあったが，その大半の抗体価が1:20

以下と低値であり，これについてもそれほど差はないと

考えられた．よって，前回の調査以降，両地域ともにJEV

の蔓延状況に変化はないと示唆された．しかし，石垣島

では10％以下であったJEV抗体陽性率が，今回は10％を

越え，8月の抗体価の範囲も1:10～1:160であったのが，

1:40～1:2560と高い値へ変化しており，JEVの蔓延が拡

大しつつある可能性がある．

　そこで，宮古島および石垣島における前回の調査時か

らの地域状況変化をみた．豚については，宮古島では飼

養農家数が減少していた．さらに1農家当りの平均飼養頭

数も減少していることから，農家の規模も縮小傾向にあ

ると考えられた．石垣島では，飼養頭数および飼養農家

数は減少しているが，1農家当りの平均飼養頭数は増加を

続けているため，多数の小さな農家から少数の大きな農

家への変化が起きていると考えられた．

　コガタアカイエカについては，水田のない宮古島では，

それほど多くは存在していないと考えられた．石垣島で

は，水田に変化はないため，コガタアカイエカの発生状

況も大きな変化はないと考えられた．

　以上のことからすると，宮古島において，JEV蔓延状況

に変化がみられなかったのは，コガタアカイエカが少な

く，JEVが蔓延しづらい環境であるためと考えられた．さ

らに，豚が減少していることから，今後はJEV蔓延は抑え

られていくと推察された．しかし，石垣島では，豚の頭

数は減少したものの，一箇所に集中したことで，JEV感染

環が形成しやすくなった可能性が考えられた．

　久米島については，検体数の少なさから，結論には至

らないが，コガタアカイエカがこれまで確認されていな

いこと，そして，豚の飼養頭数，飼養農家数，1農家当り

の平均飼養頭数および水田が減少していることから，JEV

が存在する可能性は極めて低いことが考えられた．

　与那国島においては，1995～2000年にかけて，豚の

飼養頭数および1農家当りの平均飼養頭数に大きな減少が

あった．これは，1997年に台湾で口蹄疫が発生した際に，

その対策として，島内の全頭をと殺したことによるもの

で，この時点で島内から，豚とコガタアカイエカによる

JEV感染環は消失したことが考えられた．

　しかし、今回1頭から抗体が検出され，その抗体価も1:

≧5120と高い値であった．豚以外の動物による感染環が

形成されている可能性や，渡り鳥により新たにJEVが持ち

込まれた可能性が考えられた(8)．その後，抗体が確認さ

れていないことから，今回のJEVは蔓延しなかったのであ

ろうが，今後，新たにJEVが蔓延する可能性はある．

　今回の調査により，離島において活動しているJEVは，

極めて少数であることが示唆された．しかし，宮古島，

石垣島，久米島についての調査は期間が短く，頭数も少

なかった．さらに，コガタアカイエカの発生には，天候

など様々な要因も関係することから，より正確なJEV蔓延

状況を把握するためには，今後も定期的な監視を続ける

ことが必要である．宮古島および久米島においても，他

のイエカ類もJEVを媒介することから(6)，注意が必要で

ある．

　また，新たなJEVの蔓延を防止するためには，与那国島

において，JEVが島内にどのようにして生存していたか，

どのような経路で島内に侵入したかなどを検討すること

が，極めて重要なことである．
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